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者は年を追うごとに増加し、1905（明治 38）年 3 月の頃は「学科現在	生徒は甲科にありては裁縫科三百七十五名、編物科
百八十六名、刺繡科百十一名、造花科七十八名、圖畫科二十八名なり」7）、さらに明治 44 年頃は千数百名の生徒を収容し、卒業生
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　開校当時から優れた手芸作品が数多く製作されたが、その多くは販売され、また学校に保管されていた学生作品も関東大震災に

















全盛期の 1900（明治 33）年パリ万博でも最高賞牌を得るなど、美術染織分野は最盛期を迎えた 12）。



























として江戸藩邸で生まれ、藩塾で英語を学び、1870（明治 3）年 21 歳のときに渡米しラファイエット・カレッジに留学、その後、
岩倉大使一行の通訳としてヨーロッパに随行した。1874（明治 7）年に帰国後すると東京開成学校幹事を始め、東京工業学校長等
を歴任した。1876（明治 9）年には文部省に勤務し、1876（明治 9）年フィラデルフィア万博および 1878（明治 11）年パリ万博の
日本出品事務を行い、また現地にも随行し報告書をまとめている。1886（明治 19）年に宮川等と共立女子職業学校を設立すると、






























技法が挙げられている（表 1）。さらに具体的な刺繍科の教授内容は、1886（明治 19）年 8月に提出された「私立学校設置願」に
掲載されており「先づ綿絲繍、平繍、両面繍より罌粟繍、綿絲肉入繍に及ぼすその教授は初に花、葉、木等の簡単なものを練熟せ
しめ終は人物禽獣などに及ぼす」と説明されている。こうした文章から、開学時から輸出を強く意識していたものの、当初は基礎
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繍を中心に教授され、博覧会出品に際してその都度必要な技法が追加されていったと考えらえる。
　第三回内国勧業博覧会、シカゴ・コロンブス万博、第四回内国勧業博覧会に参加し賞牌を得た後の 1895-1897（明治 28 〜 30）年
ごろの学校の様子については『第八学年報告書』に見る事ができる。刺繍の科目についての説明は、明治 20 年出版の『第一学年
報告書』とほぼ同じであるが、作品形式から「窓掛」が削除され、代わりに「額面」が追加されている。これは刺繍額が多く出品




治 30 年）では「女性向けの手芸・裁縫職業 10 種」の一つとして「ハンカチーフの縫取」を挙げている 22）。また『新撰女子就業案内』
（1906、明治 39 年）によれば「我が刺繡の販路拡張せられ以って今日に至れり、斯くて外国向きの重なるものは屏風衝立、額面、
窓掛、ストウブ掛、椅子掛、スカラハンケチ等にして一時は輸出品の第三位を占め、年々輸出高五百萬圓に上りたることもあり（中
略）今日普通女子の収入する賃銭は一ヶ月五圓以上十圓以内なりと云ふ」23）としている。明治時代の 1円 =現在の 2万円と考える







年に開校した女子美術学校においても刺繍を教えていた 24）。さらに 1905（明治 38）年には刺繍の専門家である平木平八が就任し




（明治 20 年）参照して作成 
表 2　明治 26～27 年頃の刺
繍科目『第八学年報告書』（明
治 28 年）参照して作成 





（明治 20 年）参照して作成 
表 　明治 26～27 年頃の刺
繍科目『第八学年報告書』（明
治 28 年）参照して作成 
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刺繍技法 刺繍技法
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（明治 20 年）参照して作成 
表 2　明治 26～27 年頃の刺
繍科目『第八学年報告書』（明
治 28 年）参照して作成 
表３　明治 40 年頃の刺繍科目、『さくらの友』第３号、1907（明治 40 年）
参照して作成
表 3　明治 40	年頃の刺繍科目、『さくらの友』第 3号、1907（明治 40	年）参照して作成





























できる乙科には、学力がやや足りないも者や早く卒業する必要がある者を対象としていた。しかし 1911（明治 44 年）頃には、高
等女学校卒業後に職業訓練として乙科に入学する学生が増加したとあり、職業としての手芸分野が認知され、社会的需要が高まっ
たことを示している 32）。また 1912（明治 45 年 / 大正元年）の学則変更によって、甲部（以前の甲科）に「高等師範科」が設けられ、
明治時代末期から大正時代にかけて、共立女子職業学校は中等〜高等教育機関を担う手芸の職業教育が行われるようになった。





























































































図 5　「孔雀と牡丹図」共立女子専門学校生共同制作　昭和 5-10 年


















































































































図 13　筥迫　上）昭和 13 年頃、下）大正 8年頃
図 10　「風景練習」 図 11　「基礎縫 55 種」























































5）「女学雑報」『女学雑誌』第 44 号、1886（明治 19）年 12 月 15 日号、p.77。
6）文淵編『東京遊学案内』少年園、1891（明治 24）年、p.	160-162。
7）『共立女子職業学校年報　第 18、19 年報』、私立共立女子職業学校、1904-1911（明治 37-44）年、p.15-16。
8）『共立女子職業学校二十五年史』、p.33。
9）	「生徒製作品　造花、編物、刺繡の如きは宮内省或は宮家より屢御注文を辱うするのみならず明治 33 年 12 月以来三越呉服店は本校の事業を賛助するの目的を以て生徒製
作品販売を労を取り之が為め材料の供給に大に便を得たり」同上、p.26-27。
10）佐藤まつの、工藤愁子の寄稿が 1978（昭和 28）年発行の同窓誌『共立』臨時第 6号に掲載された。『共立女子学園百年史』、p.123-124。
11）政治や経済についての著書を執筆していた渡辺為蔵による論説。同上、p.127。
12）	中川麻子「明治期万国博覧会出品染織品の変遷に関する一考察」、『デザイン学研究』、日本デザイン学会、2012 年、p.51-60。および「美術染織 - 成立と構造 -」（博士論文）、
共立女子大学、2012 年。
13）『京都美術協會雑誌』第 33 号、明治 28 年 2 月 28 日発行。
14）同上、第 107 号、1901（明治 34）年。
15）	共立女子職業学校の明治〜昭和時代にかけての刺繍作品および教育カリキュラムについては、伊藤祐子「共立女子学園所蔵日本刺繍に関する研究（1）」『共立女子短期大
学家政科研究紀要』第 28 号、1985 年、p.95-103 に詳しい。
























34）波多野穂野、大正 8年高等師範卒、学園に就任、一時転出、大正 11 年〜昭和 48 年まで学園に勤務した。同上、p.279-281。
35）中川論文「明治~昭和時代にかけての女子刺繍教育における孔雀刺繍の制作背景	:	共立女子職業学校を中心に」『服飾文化学会誌』服飾文化学会	第 17 号、	2016 年、p.1-12。
36）『共立女子学園百年史』、p.370-371。
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Kyoritsu Women’s Occupational Institute and Art Embroidery
NAKAGAWA Asako
Abstract:
Influences	 from	the	Meiji	period	can	be	seen	 in	 the	embroideries	 in	Kyoritsu	Women’s	University	museum.	This	 study	aims	 to	 focus	on	 the	






museum,	 large	scale	exhibits	 like	 folding	screens,	 frames	and	small,	practical	ornaments	after	 the	Taisho	period	reveal	 the	embroidery	techniques	
employed	in	the	Meiji	period,	as	well	as	the	development	of	it.	
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